
聖三木図書館友の会会報 『ゆるし』    第6号    2013年7月31日発行

1

私
た
ち
の
人
生
の
中
に
は
、
身
辺
上
の
こ
と

や
、
日
本
の
国
内
外
の
経
済
的
不
況
や
政
治
的

問
題
が
山
ほ
ど
積
み
重
な
り
、
平
静
な
気
持
ち

で
生
活
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
困
難
な
事
情
に

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
自
分
の
生
き
方
次
第
で
、
人
生
を

少
し
で
も
豊
か
に
生
き
よ
う
と
す
る
努
力
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

長
い
人
生
か
ら
何
を
学
ん
で
き
た
か

私
は
二
〇
一
二
年
十
月
四
日
で
満
百
一
歳
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
長
い
一
世
紀
を
超
え
る
期

間
に
、
世
の
中
は
大
変
わ
り
し
ま
し
た
。
い
く

つ
も
の
戦
争
が
あ
り
ま
し
た
し
、
地
震
や
津
波

が
あ
っ
た
り
、
日
本
と
韓
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア

な
ど
と
い
う
近
隣
国
家
の
間
に
、
次
々
と
解
決

困
難
な
事
件
が
連
続
的
に
起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
国
家
や
社
会
状
況
の

中
で
、
私
た
ち
は
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

私
自
身
二
度
肺
結
核
を
病
み
、
長
期
の
療
養

を
し
、
ま
た
五
八
歳
の
時
に
は
日
本
赤
軍
九
名

の
企
ん
だ
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
に
遭
遇
し
、
百
名
の

乗
客
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
持
っ
た
犯
人
に
威
嚇

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
私
は
ど
ん
な
状
況
の
中

で
も
自
分
の
心
を
平
静
、
不
動
に
す
べ
き
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

豊
か
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
は

さ
て
、
み
な
さ
ん
の
心
は
あ
な
た
方
自
身
が

マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
い
う
こ
と

を
し
っ
か
り
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

豊
か
に
生
き
る
と
は
ど
ん
な
生
き
方
を
い
う
の

か
、
朝
の
ひ
と
時
、
あ
る
い
は
夜
の
ひ
と
時
を
、

座
禅
の
よ
う
な
体
位
を
と
っ
て
目
を
軽
く
閉
じ

て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

著
名
な
精
神
分
析
学
者
エ
ー
リ
ツ
ヒ
・
フ
ロ

ム
（
一
九
〇
〇
―
八
〇
）
の
有
名
な
言
葉
を
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

「
た
く
さ
ん
持
つ
人
が
幸
福
で
は
な
く
、
た

く
さ
ん
与
え
る
人
こ
そ
が
幸
福
で
あ
る
」
。

こ
の
意
味
は
、
お
金
や
財
産
を
寄
付
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
あ
な
た
の
他
人
へ
の
思
い
や
り

を
示
す
こ
と
、
周
囲
の
誰
か
の
た
め
に
あ
な
た

は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
が
他
の
人
に
与
え
る
と
い
う
そ
の
内

容
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
で
し
ょ
う
が
、
あ
な
た
が

持
っ
て
い
る
も
の
の
中
で
、
何
を
与
え
る
か
と

い
う
こ
と
を
深
く
内
省
し
て
く
だ
さ
い
。

忙
し
い
毎
日
の
生
活
の
中
で
は
、
み
な
さ
ん

は
自
分
の
仕
事
や
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
、
親

の
面
倒
を
み
た
り
す
る
こ
と
で
相
当
忙
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
毎
日
の
生
活
の
中
に
、
上
に
述
べ
た

思
い
を
持
つ
こ
と
で
、
人
間
と
し
て
の
心
の
平

安
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

微
笑
み
は
何
に
も
勝
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

心
を
明
る
く
す
る
こ
と
、
い
つ
も
笑
顔
を
も

つ
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
思
い
を
持
つ
こ
と
が
心

を
明
る
く
豊
か
に
生
き
る
こ
と
で
す
。
人
と
接

す
る
と
き
、
い
つ
も
お
の
ず
と
笑
顔
が
生
ま
れ

る
、
あ
の
人
は
笑
顔
の
美
し
い
人
だ
と
友
人
か

ら
い
わ
れ
る
よ
う
な
自
分
の
姿
を
創
り
あ
げ
る

こ
と
で
す
。

そ
の
笑
顔
が
世
の
中
を
変
え
て
い
く
、
世
の

中
に
明
る
さ
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
を
覚
え

て
く
だ
さ
い
。
つ
ら
い
こ
と
が
続
い
て
い
る
人

で
も
、
そ
の
微
笑
み
を
も
つ
人
と
話
し
て
い
る

う
ち
に
心
の
安
ら
ぎ
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
友
人
関
係
を
築
く
よ
う
に
努

力
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

私
は
多
く
の
重
症
患
者
さ
ん
を
診
察
し
て
き

ま
し
た
。
今
で
も
ホ
ス
ピ
ス
に
入
院
し
て
い
る

死
の
迫
っ
た
患
者
さ
ん
を
回
診
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
病
い
の
中
に
あ
る
人
で
あ
っ
て

も
、
私
を
美
し
い
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ
さ
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

互
い
に
交
わ
す
微
笑
み
の
中
か
ら
、
希
望
が

生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

【
日
野
原 

重
明
氏
】
一
九
一
一
年
山
口
県
生

ま
れ
。
一
九
三
七
年
京
都
帝
大
医
学
部
卒
業
。

一
九
四
一
年
聖
路
加
国
際
病
院
の
内
科
医
と
な

り
、
内
科
医
長
、
院
長
等
を
歴
任
。
二
〇
〇
〇

年
に
「
新
老
人
の
会
」
を
結
成
し
、
会
長
に
。

二
〇
〇
五
年
文
化
勲
章
受
賞
。
日
本
に
米
国
医

学
を
導
入
し
た
第
一
人
者
。
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聖
三
木
図
書
館
ロ
ゴ

イ
エ
ズ
ス
会
の
イ
ル
マ
ン
と
し
て

両
手
を
掲
げ
、
人
々
に
教
え
を
説

く
パ
ウ
ロ
三
木
。

見
せ
し
め
の
た
め
、
他
の
殉
教
者

と
と
も
に
左
耳
を
そ
が
れ
た
。

聖
路
加
国
際
病
院
理
事
長  

日
野
原 

重
明

第266代教皇として3月に就任されたフランシスコ教皇（76）は、
アルゼンチン･ブエノスアイレス大司教(ベルゴリオ枢機卿)から選
出された初の米州大陸出身者で、また同時にイエズス会出身の初
の教皇でもある。
両親は北イタリア出身の移民で、神学校時代から一貫して貧困
問題に力を注いでこられた庶民派。就任後も、気さくにイエズス
会系学校の子供たちと交流されたり、米国製大型バイクの愛好者
グループにローマのサンピエトロ広場で祝福を与えたりされた。
教皇は世界の約12億人のカトリック教徒の頂点に立つ最高位聖
職者。貧困撲滅や弱者救済の必要性に加えて、宗教間の対話の深
化･発展などカトリック教会の抱える多くの問題にも積極的に指針
を示されることが期待されている。
教皇庁関係通信社の幹部によると、イエズス会創設者の一人、
聖フランシスコ･ザビエルが初めて日本にキリスト教をもたらした
故事に習い「フランシスコ教皇は、宣教師として日本に行きたか
ったという個人的な思いと、ヨハネ･パウロ2世がかつて『3000年
紀（2001～3000年）の務めは、アジア』と発言されたことに強い
関心がある」という。
フランシスコ教皇は、この夏ブラジルを訪問されるが、来年の
訪問国候補に日本と韓国が浮上している。新教皇の日本訪問が待
ち望まれる。

初のイエズス会員の教皇

人
生
を
豊
か
に
生
き
る
に
は

   

―
私
の
百
一
歳
の
人
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
―

ニコラス･イエズス会総長と歓談する新教皇
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史
上
初
の
中
南
米
出
身
者
、
史
上
初
の
イ
エ

ズ
ス
会
士
と
し
て
、
三
月
に
就
任
し
た
第
二
六

六
代
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
僅
か
三

か
月
の
間
に
、
バ
チ
カ
ン
、
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界

に
多
く
の
新
風
を
吹
き
込
み
、
広
く
世
界
全
体

の
耳
目
を
集
め
て
い
る
。
以
下
本
稿
で
は
、
イ

エ
ズ
ス
会
と
の
関
連
を
中
心
に
、
新
法
王
就
任

の
意
味
を
考
え
、
今
後
を
展
望
す
る
。

「
前
線
文
化
」
を
体
現

先
ず
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
が
選
ば
れ
た
こ
と
の

意
味
は
何
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
イ
エ
ズ
ス

会
士
と
し
て
の
ベ
ル
ゴ
リ
オ
枢
機
卿
は
、
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
あ
っ
て
、
清
貧
、
謙
虚
、
献

身
を
旨
と
す
る
修
道
士
特
有
の
「
前
線
文
化
」

を
一
身
に
体
現
し
た
人
物
で
、
王
朝
風
の
バ
チ

カ
ン
「
中
枢
文
化
」
と
は
対
極
に
位
置
す
る
。

新
法
王
は
、
バ
チ
カ
ン
に
移
っ
て
か
ら
も
、
質

素
、
謙
遜
の
姿
勢
を
愚
直
な
ま
で
に
貫
い
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
就
任
行
事
を
簡
素
化
し
、
法

王
指
輪
や
装
束
を
質
素
化
し
、
宮
殿
で
は
な
く

一
般
宿
舎
で
生
活
し
、
法
王
離
宮
は
使
わ
な
い

と
す
る
な
ど
、
王
朝
風
文
化
に
風
穴
を
開
け
つ

つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
法
王
の
行
動
は
、
大

衆
へ
の
直
接
的
語
り
か
け
を
好
む
気
さ
く
な
人

柄
と
も
相
俟
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
内
外
で

共
感
を
呼
ん
で
い
る
。
と
は
言
え
、
こ
の
新
風

が
、
バ
チ
カ
ン
の
体
質
を
変
容
さ
せ
る
と
こ
ろ

ま
で
ゆ
く
か
、
な
お
定
か
で
は
な
く
、
今
後
を

見
守
る
必
要
が
あ
る
。

貧
し
さ
に
寄
り
添
う

同
時
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
ベ
ル
ゴ
リ
オ
は
、

貧
し
い
人
た
ち
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
貫
い
て
来

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
が
、
法
王
就
任
後
も
そ

の
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
五
月

に
は
、
「
拝
金
的
カ
ル
ト
」
を
放
逐
す
る
こ
と

で
貧
し
い
人
た
ち
を
助
け
よ
と
各
国
指
導
者
に

訴
え
、
次
い
で
六
月
の
「
世
界
環
境
の
日
」
に

は
、
飽
食
は
貧
し
い
人
た
ち
か
ら
（
食
べ
物
を
）

「
盗
む
」
に
等
し
い
と
し
て
、
使
い
捨
て
や
無

駄
の
文
化
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
二
十
～
三
十

年
前
ベ
ル
ゴ
リ
オ
司
教
（
当
時
）
が
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
か
ら
日
本
に
派
遣
し
た
神
父
の
ひ
と
り
は
、

神
学
校
時
代
に
同
司
教
か
ら
、
「
学
校
で
祈
っ

て
い
る
だ
け
で
は
駄
目
だ
。
一
週
間
の
う
ち
一
、

二
日
は
、
貧
し
い
人
た
ち
の
多
い
地
域
に
飛
び

込
ん
で
、
か
れ
ら
と
同
じ
目
線
に
立
っ
て
交
わ

り
な
さ
い
」
と
説
か
れ
た
旨
語
っ
て
い
る
。
当

時
か
ら
教
会
の
社
会
的
役
割
に
も
こ
だ
わ
る
筋

金
入
り
だ
っ
た
訳
だ
。

更
に
、
新
法
王
は
五
月
二
十
二
日
、
「
カ
ト

リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
か
、
な
い
か
に
関
わ
ら
ず
、

神
の
救
い
は
全
て
の
人
を
対
象
と
す
る
」
、
「
（
そ

の
対
象
に
は
）
無
神
論
者
す
ら
含
ま
れ
る
」
と

語
っ
て
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
点
は
、
マ
ル
コ
に

よ
る
福
音
書
で
つ
と
に
説
か
れ
、
半
世
紀
前
の

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
一
般
論
的
に
言
え
ば
目
新
し
く
は
な
い
。

「
壁
の
文
化
」
を
越
え
て

だ
が
、
新
法
王
の
発
言
は
何
処
か
新
味
を
感

じ
さ
せ
る
。
そ
の
日
、
法
王
は
「
人
々
の
間
に

壁
を
建
て
る
な
」
と
も
語
っ
た
が
、
ズ
バ
リ
法

王
の
思
想
の
核
心
を
突
い
た
も
の
だ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
バ
チ
カ
ン
幹
部
か
ら
は
、

と
も
す
れ
ば
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
け
は
特
別
だ
。

あ
と
の
宗
派
・
宗
教
は
二
流
だ
」
と
の
前
提
に

立
っ
た
「
壁
の
文
化
（exclusionism

）
」
の

発
言
が
聞
か
れ
た
が
、
新
法
王
は
そ
こ
が
違
う
。

こ
の
法
王
は
、
「
宗
教
の
壁
を
越
え
て
、
全
て

の
人
を
取
り
込
も
う
」
と
い
う
「
壁
な
し
文
化

（inclusionism

）
」
の
人
な
の
だ
。
こ
の
法

王
のinclusionism

の
ル
ー
ツ
、
イ
エ
ズ
ス
会

に
あ
る
と
見
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
五
十
年
前
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
を

経
て
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
た
バ
チ
カ
ン
で
あ
る
が
、

こ
の
二
十
～
三
十
年
再
保
守
化
が
進
行
し
、
閉

鎖
的
に
な
っ
た
も
の
の
如
く
だ
。

inclusionism

が
後
退
し
、exclusionism

が

強
ま
っ
た
と
言
う
こ
と
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
今

回inclusionism

志
向
の
法
王
が
頂
点
に
立
っ

た
意
味
は
少
な
く
な
い
。
バ
チ
カ
ン
を
再
び
開

か
れ
た
も
の
に
す
る
た
め
に
第
三
公
会
議
を
と

の
声
が
聞
か
れ
る
中
、
新
法
王
の
今
後
の
舵
取

り
か
ら
目
が
離
せ
な
い
（
六
月
十
六
日
記
）
。

【
参
考
】
新
法
王
は
、
他
に
、
一
連
の
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
に
ど
う
対
処
し
、
バ
チ
カ
ン
を
ど
う
建
直
す
か
、

或
い
は
、
欧
州
中
心
主
義
の
強
い
バ
チ
カ
ン
を
ど
う

変
え
て
ゆ
く
か
、
と
言
っ
た
懸
案
と
も
取
り
組
ま
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
関
連
で
は
、
二
つ
の
拙
論
―
―

「
転
換
点
を
告
げ
る
『
バ
チ
カ
ン
の
新
風
』
」
（
五

／
十
六
付
毎
日
新
聞
）
、
「
新
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
船
出
」
（
五
／
九
、
左
記
霞
関
会
Ｈ
Ｐ
）

を
参
照
願
い
た
い
。

http://w
w

w.kasum
igasekikai.or.jp/cn3/jijico

lum
n.htm
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【
上
野 

景
文
氏
】
一
九
四
八
年
東
京
生
ま
れ
。

東
京
大
学
卒
。
七
〇
年
外
務
省
へ
。
駐
グ
ァ
テ

マ
ラ
大
使
、
駐
バ
チ
カ
ン
大
使
な
ど
を
経
て
二

〇
一
一
年
よ
り
現
職
、
文
明
論
考
家
。
著
書
に

｢

バ
チ
カ
ン
の
聖
と
俗
　
日
本
大
使
の
一
四
〇

〇
日｣

（
か
ま
く
ら
春
秋
社
）
、｢

現
代
日
本
文

明
論
　
神
を
呑
み
込
ん
だ
カ
ミ
ガ
ミ
の
物
語｣(

第

三
企
画)

な
ど
。

今
回
で
四
回
目
と
な
る
、
母
校
上
智
大
学
の

創
立
百
周
年
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。
上
智
大
学

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
修
道
会
の
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ

り
一
九
一
三
年
設
立
さ
れ
た
大
学
で
、
過
去
三

回
の
旅
で
は
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
そ

の
ル
ー
ツ
を
辿
り
な
が
ら
創
設
を
感
謝
す
る
の

が
目
的
だ
っ
た
。
そ
こ
で
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン

ス･

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク･

ド
イ
ツ･

ス
ペ
イ
ン
な

ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
エ
ズ
ス
会
所
縁
の
地
を
訪

れ
て
き
た
。
今
回
は
上
智
の
創
設
を
指
示
し
て

く
だ
さ
っ
た
教
皇
へ
の
返
礼
を
主
な
目
的
と
し

て
こ
の
三
月
、
再
び
イ
タ
リ
ア
を
訪
れ
た
。

旅
を
通
し
て
上
智
大
学
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
精

神
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
同
時

に
信
仰
や
信
念
が
人
に
与
え
る
力
の
大
き
さ
に

心
を
動
か
さ
れ
た
。
ま
た
百
周
年
に
至
る
ま
で

の
道
程
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、
海

外
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
区
か
ら
の
寄
付
に
も
支
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
知
り
、
不
自
由
の
な
い
学

生
生
活
を
過
ご
せ
た
こ
と
に
感
謝
の
念
を
新
た

に
し
た
。

旅
は
ミ
ラ
ノ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
始
ま
り

前
半
は
比
較
的
観
光
の
要
素
が
強
か
っ
た
が
、

今
回
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
そ
の
次
に
訪

れ
た
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
地
ア
ッ
シ
ジ
で
あ

っ
た
。
中
高
生
時
代
に
毎
週
一
回
朝
礼
で
唱
え

て
い
た
「
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
平
和
の
祈
り
」

は
、
当
時
の
私
に
と
っ
て
余
り
に
も
高
潔
な
内

容
で
別
世
界
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
が
、

今
回
ア
ッ
シ
ジ
を
訪
れ
る
こ
と
で
改
め
て
そ
の

内
容
を
思
い
起
こ
し
た
。
そ
の
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ

ス
コ
が
活
動
の
拠
点
と
し
た
サ
ン
タ･

マ
リ
ア･

デ
リ･

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
教
会
内
の
ポ
ル
ツ
ィ
ウ

ン
コ
ラ
礼
拝
堂
で
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
二

新
法
王

   

イ
エ
ズ
ス
会
流
の
新
風
を
吹
か
す 

杏
林
大
学
客
員
教
授･

文
明
論
考
家  

上
野 

景
文

新
教
皇
誕
生
を

    

体
験
し
た
巡
礼
行

菊
地 

祐
子

哲学者キリスト    　　　　  フレデリック･ルノワール著 トランスビュー
ヘンリ･ナウエン�           マイケル･オラフリン著  聖公会出版
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新島八重愛と闘いの生涯�  吉海直人著�    角川学芸出版

近頃、聖三木図書館でよく読まれている本 2013年6月
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3

年
と
な
る
三
月
十
一
日
、

全
員
で
復
興
の
祈
り
を
捧

げ
る
こ
と
が
出
来
た
の
は

嬉
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
い
よ
い
よ
最

大
の
目
的
地
で
あ
っ
た
ロ

ー
マ･

バ
チ
カ
ン
を
訪
れ
た
。

予
定
し
て
い
た
教
皇
へ
の

謁
見
は
、
前
教
皇
の
生
前

退
位
で
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、

全
く
思
い
も
か
け
な
か
っ

た
コ
ン
ク
ラ
ー
べ
を
経
て

新
教
皇
が
誕
生
す
る
瞬
間

の
興
奮
を
体
感
で
き
た
。

イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
初
の
教

皇
が
選
出
さ
れ
た
翌
日
に
は
、

イ
エ
ズ
ス
会
の
本
部
聖
堂

の
ジ
ェ
ズ
教
会
で
、
か
つ

て
上
智
大
学
で
教
鞭
を
取

ら
れ
て
い
た
ニ
コ
ラ
ス
総

長
司
式
で
捧
げ
ら
れ
た
ミ

サ
に
与
か
れ
た
。
（
写
真
）

ま
た
ロ
ー
マ
で
は
、
ツ

ア
ー
の
全
参
加
者
と
現
地

ソ
フ
ィ
ア
会
員
と
の
夕
食

会
が
催
さ
れ
た
。

今
回
の
旅
で
、
か
つ
て

は
他
人
事
の
よ
う
に
感
じ

て
い
た
「
平
和
の
祈
り
」
、

そ
し
て
上
智
大
学
の
教
育

精
神
を
自
身
の
こ
と
と
し

て
実
践
す
る
こ
と
に
、
人

間
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
の

一
つ
の
形
を
見
出
せ
た
よ

う
に
思
う
。
旅
の
間
に
思

い
巡
ら
せ
た
こ
と
を
心
に

留
め
、
日
々
の
行
動
に
反

映
さ
せ
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

人
間
と
し
て
成
長
し
て
い

き
た
い
。
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
誕
生
と
云
う
ビ
ッ

グ
な
体
験
と
合
わ
せ
、
私

に
非
常
に
多
く
の
こ
と
を

与
え
て
く
れ
た
旅
だ
っ
た
。

（
一
九
九
九
年
上
智
大
学

理
工
学
部
卒
業
）

【
注
】
『
法
王
』
と
『
教
皇
』
＝
新
聞
な
ど
で

『
ロ
ー
マ
法
王
』
と
の
表
記
も
あ
り
ま
す
が
、

日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
は
、
一
九
八

一
年
の
ヨ
ハ
ネ
パ
ウ
ロ
二
世
の
来
日
を
機
に
『
ロ

ー
マ
教
皇
』
と
表
記
を
統
一
し
ま
し
た
。

ト
リ
司
教
よ
り
正
式
な
依
頼
文
書
が
届
き
、
八

月
末
に
長
崎
の
高
見
大
司
教
か
ら
許
可
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
歓
迎

二
〇
一
二
年
の
降
誕
祭
を
過
ぎ
た
十
二
月
二

七
日
に
、
長
崎
浦
上
教
会
の
小
島
栄
主
任
司
祭

と
「
ピ
タ
ウ
先
生
が
語
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
六

名
が
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
で
開
催
さ
れ
る
平
和
行

進
に
参
加
す
る
た
め
成
田
を
出
発
い
た
し
ま
し

た
。
翌
二
八
日
は
、
州
都
カ
リ
ア
リ
の
ボ
ナ
リ

ア
の
聖
母
教
会
で
の
歓
迎
式
典
と
ミ
サ
が
あ
り
、

地
元
の
信
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
聖
堂
を
小
島

神
父
が
「
被
爆
マ
リ
ア
」
を
高
く
掲
げ
て
入
場

す
る
と
全
員
の
眼
差
し
が
マ
ド
ン
ナ
へ
向
け
ら

れ
、
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
の
熱
い
思
い
に
大
変
感

動
い
た
し
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
十
二
月
二
九
日
の
第
二
六
回
平

和
行
進
は
、
サ
ン
・
ガ
ヴ
ィ
ー
ノ
・
モ
ン
レ
ア

ー
レ
で
の
開
催
で
し
た
。
サ
ン
タ
・
キ
ア
ラ
教

会
で
平
和
ミ
サ
が
あ
り
、
午
後
三
時
か
ら
平
和

行
進
、
そ
し
て
五
時
半
か
ら
広
場
で
「
平
和
ア

ピ
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
檀
上
に
は
「
被

爆
マ
リ
ア
」
が
安
置
さ
れ
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
の

司
教
、
市
長
に
続
き
、
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
ピ
タ
ウ

神
父
の
力
強
い
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
小
島
神
父
が
高
見
大
司
教
か
ら
託
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
イ
タ
リ
ア
語
で
語
り
始
め
る
と
、

広
場
の
五
千
人
ほ
ど
の
群
集
は
静
ま
り
か
え
り
、

熱
心
に
聞
き
入
っ
た
の
で
す
。

教
皇
謁
見
の
栄
誉

一
月
二
日
、
水
曜
日
恒
例
の
一
般
謁
見
に
拝

謁
い
た
し
ま
し
た
。
パ
ウ
ロ
六
世
ホ
ー
ル
に
「
被

爆
マ
リ
ア
」
を
携
え
て
入
場
す
る
と
最
前
列
に

誘
導
さ
れ
、
檀
上
で
「
被
爆
マ
リ
ア
」
を
中
心

に
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
に
ご
挨
拶
い
た

し
ま
し
た
。
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
出
身
の
大
司
教
の

お
手
配
で
実
現
し
た
そ
う
で
す
が
、
ま
さ
に
「
被

爆
マ
リ
ア
」
の
お
導
き
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

◎
夏
休
み
の
長
期
貸
出
に
つ
い
て

八
月
二
十
二
日
（
木
）
～
三
十
一
日
（
土
）

　
ま
で
の
夏
期
休
館
に
伴
い
、
八
月
二
日
（
金
）

　
か
ら
長
期
貸
出
を
始
め
ま
す
。
休
館
中
の

返
却
は
入
口
の
返
却
ポ
ス
ト
へ
。

◎
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
図
書
室
は
誰
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
登
録
・
利
用
に
つ
い
て
は

図
書
室
の
規
定
に
従
っ
て
下
さ
い
。

場
所
＝
信
徒
会
館
二
階
　

開
館
時
間
＝
日
曜
日
午
前
九
時
半
～
十
三
時

【
友
の
会
か
ら
の
お
願
い
】

聖
三
木
図
書
館
友
の
会
へ
の
新
入
会
お
よ

び
会
員
継
続
更
新
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
年
会
費
＝
一
般
三
〇
〇
〇
円
、
学
生
一
〇

〇
〇
円
、
賛
助
会
員
一
〇
〇
〇
〇
円

◎
入
会
手
続
き
＝
氏
名･

年
齢･

住
所･

学
生
証

明
書
な
ど
の
確
認
書
類
を
図
書
館
受
付
に

ご
提
示
く
だ
さ
い
。

◎
年
会
費
は
、
銀
行
口
座･

ゆ
う
ち
ょ
口
座
か

ら
の
自
動
払
込
み
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
年
会
費
お
振
込
先

み
ず
ほ
銀
行
四
谷
支
店
　
普
通
預
金

口
座
番
号
　1115848

口
座
名
義
　
イ
エ
ズ
ス
カ
イ
セ
イ
ミ
キ

ト
シ
ョ
カ
ン
ト
モ
ノ
カ
イ

＊
お
名
前
の
後
に
会
員
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

開
架
式
図
書
館
を
裏
で
支
え
る

聖
三
木
図
書
館
は
、
約
三
万
冊
の
蔵
書
を
利
用
者
が
直
接
手
に

と
っ
て
見
ら
れ
る
「
開
架
式
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
公
開
さ

れ
て
い
る
図
書
の
ほ
か
に
、
当
館
階
下
の
書
庫
に
は
複
本
や
寄
贈

さ
れ
た
本
、
古
い
雑
誌
や
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
の
ス
ト
ッ
ク
、
洋
書

な
ど
が
約
一
万
冊
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
裏
舞
台
の
資
料
の
整
理

と
管
理
も
職
員
の
大
切
な
仕
事
で
す
。

こ
と
の
発
端

上
智
大
学
元
学
長
、
ヨ
ゼ
フ
・
ピ
タ
ウ
先
生

を
囲
ん
で
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ピ
タ
ウ
先

生
が
語
る
会
」
の
二
〇
一
〇
年
十
二
月
の
月
例

会
で
「
被
爆
マ
リ
ア
」
が
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
、
「
災
害
か
ら
文
化
財
を
守
る
会
」

第
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
被
爆
マ
リ
ア
」
の
記

事
を
資
料
と
し
て
配
布
し
ま
し
た
。
「
被
爆
マ

リ
ア
」
と
は
一
九
四
五
年
、
長
崎
の
原
爆
で
爆

心
地
か
ら
五
百
メ
ー
ト
ル
の
旧
浦
上
天
主
堂
の

祭
壇
で
被
爆
し
た
木
彫
り
の
マ
リ
ア
像
で
、
焼

け
跡
の
ガ
レ
キ
の
中
か
ら
奇
跡
的
に
頭
部
（
約

三
十
セ
ン
チ
）
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

そ
の
後
参
加
者
の
澤
滋
夫
氏
が
記
事
を
英
訳

し
、
「
被
爆
マ
リ
ア
の
証
言
」
（
城
麗
子
編
著
、

澤
滋
夫
訳
、
ア
ド
ス
リ
ー
）
と
し
て
出
版
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
本
を
翌
年
四
月
に
ピ
タ
ウ
先
生

の
弟
の
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
ピ
タ
ウ
神
父
に
贈
っ
た

と
こ
ろ
、
故
郷
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
で
毎
年
末
に
開

催
さ
れ
る
平
和
行
進
に
ぜ
ひ
「
被
爆
マ
リ
ア
」

を
参
加
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
八
月
に
ア
レ
ス
・
テ
ッ
ラ
ル
バ
教
区
デ
ッ

『
被
爆
マ
リ
ア
』
の
イ
タ
リ
ア
平
和
巡
礼

       

サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
島 

～ 

バ
チ
カ
ン

「
被
爆
マ
リ
ア
」
の
平
和
巡
礼  

代
表  

枝
川 
葉
子




